
第 78 回キーパーソン研究会 

 

今回はアートと経営の共創、その視点からのイノベーションを追究されている⾧谷川一英様からの

ご講演です。⾧谷川様には一昨年の夏の本会議で写真家の石川直樹氏をご紹介頂いて以来、当会の活動

を支援して頂いています。得がたい機会ですので奮ってご参加ください。 

 

1 日時  2021 年 7 月 1 日（木） 16:00-18:00 

  （環境が許せば終了後 1 時間程度の交流会） 

2 場所  JATES 会議室および Web リモート(Webex 使用) 

3 演題  「Artistic Interventions –  

アーティストとの共創による事業ビジョンの構築」  

4 講師 E&K associates 代表 ⾧谷川 一英 氏 

 （同社は、日本のアートマーケットの活性化、若いアーティスト

のグローバル展開支援、サイエンスとアートのコラボレーション

で新たなイノベーションにつなげることなどを推進している。） 

5 レジメ 

企業のプロジェクトにアーティストが参加し、共同で斬新なア

イデアを創出することは Artistic interventions と呼ばれ、欧米では

活発に行われています。 

日本企業においても取り入れる意義は大きく、新たなイノベー

ションのきっかけになると考えられます。文化芸術と産業界の連携

による両者の発展（文化と経済の好循環）を実現するために、文化

庁が進めている「文化経済戦略推進事業」においても採用されまし

た。これらから見えてきたこと、また企業とアーティストのコラボ

の実例を交えてお考えを話していただきます。 

6 ご要望 事前に質問やご要望があれば取り次ぎますので、何かご

ざいましたら事務局あてにお申し越しください。 

 

***************************************************** 

【ご参考】 

1. 講師ご略歴 

現職 株式会社 E&K Associates 代表 2018 年 10 月 – 現在 

ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社  

パブリックアフェアーズ＆コミュニケーションズ部門 部⾧  

 2015 年 12 月 – 2018 年 9 月 

協和発酵キリン株式会社（現：協和キリン）  

コーポレートコミュニケーション部 マネジャー 2007 年 8 月 – 2014 年 4 月 

 協和発酵工業株式会社経営企画部 マネジャー 2005 年 3 月 – 2007 年 7 月 

同社医薬総合研究所 主任研究員 2001 年 1 月 – 2005 年 2 月 

スタンフォード大学医学部 客員研究員 1999 年 12 月 – 2001 年 1 月 

協和発酵工業株式会社 主任研究員 1990 年 4 月 – 1999 年 11 月 



 

 

2. 現代アートとビジネス（同氏発言記録から JATES 編集） 

【０から１を生み出す力】 

ユニコーン企業の 21%で、芸術系の教育を受けた人が創業

者になっている。つまり、0 → 1 を生み出すアーティストの

力が産業界で注目されているわけだ。日本企業の多くは顧

客のニーズに応えるために改善改良に注力し、0 → 1 を生

み出す力が弱く、アート思考が必要と言える。 

日本企業でもアーティストが所属して活躍している例が

出てきており、この動きが広がることを期待している。 

 

【アート思考を形作る 3 要素】 

「アート思考」とは、現代アートのアーティストが作品を制

作するときに発揮する力のことをいう。ビジネスパーソン

がイノベーションを創出するために必要となる要素は次の

3 つだ。 

① 思考の飛躍 

現場を訪れること、他者の考えに触れることを実践し、根本

から考えることで「思考の飛躍」を起こす。 

② 突破する力 

創ろうとしている作品が、10 年経っても価値があると覚悟

したならば、どんな困難にあっても実現させていく。 

③ 共感を呼び周りを巻きこむ力 

共感を集め、周囲を巻き込むことで、大きなプロジェクトへ

展開することができる。 

ビジネスパーソンもアーティストと対話をする機会を増や

すことで、上記の 3 つの要素を身に着けたならば、独自の

視点で社会を捉えイノベーションを創出できるに違いない。 

 

3. 文化庁「文化経済戦略事業」について（同庁の HP より抜粋） 

本事業は，2017 年に策定された文化経済戦略に基づき，文化を起点に産業等他分野と連携した創造

的活動によって新たな価値を創出し，その新たな価値が文化に再投資され持続的な発展につながる

「文化と経済の好循環」の実現に向けた実証を行うものです。 

令和 3（2021）年度の事業は現在検討中。 

令和 2（2020）年度には、以下のような事業が採択されました。 

（1）アーティストと企業の共創事業の実施 

（2）アート×ビジネスに関連した，公開によるプレゼンテーションイベントの実施 

（3）アーティストによる企業向けワークショップの開催等，アーティストと企業・起業家のネッ

トワーク化を促す場の提供 他関連事業（略） 

  


